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1．内容と書語

　セブdレ村はアレッポの南東25kmの地点にある。ここで発髭された三個の：玄武岩

の碑燕は古アラム語の碑石のうち最も長文であり，またいろいろな点で最も興味深いも

のである。これらは用語，内容等からB．C．750年頃に作成されたものと考えられてい

る。通常！Sf．，　II　Sf．，　III　Sf．と略記されるが，ここでは単に1，1王，　IHで表わして

おく。1とIIとは1930年に発見され，1％8年以来ダマスコ博物館に収蔵されている。

IIIは193i年に発見され，1965年以来ベイルート博物館に収蔵されている◎碑石1と

Hは前面と背藏と側顧の片プ了とに延文がある。前癒をA，背面をB，藻汐のある側面

をCで表わす。1ではCは向かって右側，すなわち碑石自体では左側にある。IIではC

は向かって左側である。HIは背面に糖当する部分が残存するのみである。

　三つの碑石の内容は互いに関連があり，特に1とIIとは密接である。これらが同一

の草稿なり原案なりから作成されたものであることは容易に推察される。IAの1行縁

に記された‘カトカのEF一バル・ガアヤと〔アルパドの〕王マティエル。バル・アッタル

七マクとの盟約’がいわぽ表題のようにこれらの亥種文の内容を端的に表わしている。た

だし盟約の当事者は対等の資格ではなく，主従関係にあり，カトカの王がアルパドの王

に強制的に遜守を要求しているものである。IAには先ず盟約の当事者が列記されてお

り，続いてありとあらゆる神神を盟約の証人として狩り集め，そのあとに違約の祝いと

して起るべぎかずかずの恐ろしい神罰がくだくだしく述べられている。IBは同様に盟

約の当事者の列記で始まり，どういうことをしたなら裏切り行為になるかという違約の

条項が記されている。ICは主として違約の呪いである。　IIAも違約の呪いであり，　IA

の記事の一部と大体一致する。IIBは違約の条項，　IICはこれまた違約の呪いの部類

に入る。IIIには1，　Hと重複しない文書で違約の条項が刻まれている。つまりこれら
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の碑石は盟約に関するものでありながら，盟約の積極的な条文は記されていないのであ

る。

　これらの碑石はまた乱世における沈丁不儒の記録とも見ることができる。下りにカF

カ（Katka）と読んでおくが，このKTKなる羅については何も知られていない。チ

グラテピレセル三世への朝貢者の一一人にカスカ（Kaska）のダディイル（Dadi’ilu）と

いう王の名が挙げられている。このカスカがカトカのことではないかと見る人もあり，

カトカなる読み方は暫定的にこれによっているのであるが，定説ではない。恐らく瞬間

的に勢力を獲得し，忽ち滅び去った，線香花火のような都市国家群の一つだったのであ

ろう。アルパドについてはイザヤ書やエレミや書にハマチとともに言己されている。いず

れも一時は栄えていたがアッシリアのために滅ぼされた国国として紹介されている。ア

ルパドはチグラテピレセル王世によってB．C，740年にアッシリアの領域に加えられた。

カトガの王は力ずくで盟約を結ばせたもののアルパドの王をいささかも三門することが

できないで，このようにあらゆる神神の前に誓わぜ，裏切り行為に対してはあら吟）る災

厄をもって呪唖したのである。彼はアルパドは勿論のこと，自分の家来も重臣も親族も

兄弟も．，いな遂には我が子さえも信解することができなかった。

　これらの碑石に残された文章はなかなか文学的表現に富んでいる。殊にIAの違約の

呪いの部分はヘブライ預言老の詩的表現を連想させる。それゆえ古代の碑文にしては語

彙が三三である。特に牛，馬，羊をはじめとして猫，かささぎ，しらみなどという珍ら

しい動物語が多く使用されている。語彙について更に興味を惹くのはアラビア語との関

連性である。ともにセム語に属する以上当然のことと言ってしまえばそれまでだが，こ

こに用いられているアラム語にはアラビア語に同語源の語，言い換えれば対応語，をも

つものがいちじるしく多いということである。これらの語は勿論大抵はヘブライ語そみ

他にも対応語をもつ。また一方ではヘブライ語にのみ対応諮をもつものもある。しかし

語形の上でアラビア語に一一層近いものもある。更にまたアラビア語に対癒語を求めるこ

とによってはじめて意瞭を推定できた語もあるQ優に一千年を経過してやっと歴史を閥

始したアラビア語に対応語が多く保存されているということにこそ興味を見出すべきで

ある。すなわちこれらの碑石は図らずもアラビア語の保守性を裏書きする資料として役

立つのである。本稿ではセブ6レ碑石を主としてこの方繭から観察し，その要点をテキ

ストの註として示した。

　ここに用いられているアラム語は古アラム語の特徴を一通り備えているだけのもので

ある。当時はまだ方欝への分裂は起こっていなかったから，いちじるしい特異性が見ら
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れないのは当然のことといえよう。しかし注意すべき諸点を敢えて羅列すると以下のよ

うである。アラビア語の音韻θ，6，多掻には音韻法則に従って一律にS，Z，＄，Qで対応

している。φに対応するQは本来のQとは異なる音韻で，のちにtとなったものであ
　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ

る。S音も健在であり，これに対応するアラビア語の音韻はSである。これらは古ア

ラム語を通じての特徴である。NBS（魂，自身）はのちのNPS（アラビア語nafs，ヘ

ブライ語nefe9）であるが，この形は古アラム語ではむしろ普通である。再帰型動詞

JTSM（聞かれる，聞こえる，　IA　29）はmetathesisが行われていない形として注

意すべきである。TH8（あなたは与える，　IB　38）は動詞JHBの未完了が用いられ

ている例である。JLQH（取る，　IB　35二度，他の箇所ではJQ懸字）ではしが岡化

されていない。しかし第1ヌーン動詞ではnの同化が起るべき場合には例外なく起って

いる。使役型動詞はすべてH一によって造られ，このHは未完了や不定詞にも保たれて

いるが，少なくとも一つ例外がある。JSKR（引き渡す，　III　3）がそれである。ただし

同じ箇所に∫HSKRの形もともに糊いられている。不定詞L－MSL耳（送ること，　IB

34）はMを有する。なおIIB　6のP－L一’KHL　L’S　L琴（わたしは送る〔八手を伸ばす〕

ことができない）において’SL耳が不定詞であることは疑いなき所であるから，恐ら

くMSL耳の誤記であろう。不定風を定動詞の前に置いて強調を示す絶対不定詞的用法

がある，HSKR　THSKRKM（III　2），　RQH　TRQHM（IH　6）等。受動態が用いら

れている，TSBR（＝tugbar折られる，1A　38），　JGZR（＝＝jugzar切られる，　IA　40

：：二慶）等。IIC　3行臣の∫〔R〕SMN（RSM記録する，アラビア語rasama書く，線

を引く）もこの補修が正しければ受動態である。アラビア語のfa一に相当する接続詞P一

がHB　4，6にある。離勺語を示す前船詞’∫Tが数箇所に見られる。古代の刻交のう

ちこの前置詞が用いられているのは他にアブ’1ス発見のザキルEE碑（B．　C．　800年前後）

があるくらいである。

2．　テキストと翻訳

　セフィレ碑石の刻文はアフィスやゼンジルジのものと異なって，語と議を区切る符丹を旨いずに

間断なく記されているため，区切り方について多少の疑問が残っている。テキストについては主と

してH．Donner－W．　R611ig，　Kanaanaische　und　Aramljische　Inschriften，　Band　I：Texte

（1962）に準拠したが，」。Koopmans，　Aramaische　Chrestomathie，　II．　Tei1：Ara・　maische

Texte　in　Umschyift　（1962），　A．　Dupont－Sommer，　Les　inscriptions　aram6ennes　de　Sfir6

（1958），　A．　Fitzmyer，　The　Aramaic　lnscriptions　of　Sefire　1　and　ll　（Journal　of　the
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American　Oriental　Society，　voL　81，　no．3，1961）を参考とし，または私見を擁えて，改訂した

籔贋が若干ある。菖と忌は嗣一字灘の転写であるが，慣習に従って区溢した。否定語L（瓢1のは

次の語と切り離すべきと思うが，ここでは一般の方式に従った。原語の一都が匁ナている序論，訳

語では了えば‘盟〔約’とか‘盟〕約｝とかにしないで，状況に応じて‘盟約’または‘〔盟約〕，とし

た◎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夏A

　i’DJ　BRG’∫H越しK　KTKくM　MT“’L　BRくTRS瓢K瓢LK〔’RPI）Wく〕£DJ　BNj

BRG’」登畷BN∫MT。L　WDぎBN∫8N∫BRG’〔葺亙W電QR〕3HくMぐQR　MTt’L

BRくTRSM：K簸LK’RPD　WtDj　KTKく廼〔きDJ〕蔓’RPD　Wヒ王）∫｝｝L∫KTKくM

く斑BミLJ’RPD　WD∫琴B〔翼　．．．〕SW蟹’RMK田WくM鵬RWM　B饗WH

ZJ∫S“N　B’S翼〔薮〕W〔ミM　MLKJ〕6KしくLJ’R躍WT｝∬H　WM　KLヒLL　BJT

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ嫉LK　WN〔．．．BSPR’Z〕7蕪H　SMW虻DJ”LN　WDJ”LN　Z∫GZR　BRG’（JH

QDM．．．．．．〕8W醍LS　WQDM　MRDK　WZR照T　WQDM　NB’WT〔SMT

WQDM’R　WNS〕9K　WQD瓢NRGL　WL＄WQDM　SMS　WNR　WQD瓢S〔N

WNKL。，．　W劔三。D瓢葺KR　WKD騒WQDM　KL　7LH∫R翠B難W’DM田

WQD瓢HDD翠〕ilLB　WQDM　SBT　WQDM’L　WヒLJ賛WQDM　S醐〔蕪W’RQ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノWQDM＄W〕既H　WM之JR翼WQDM∫W鍛WL∫田SH：DN　KL’〔L珊KTK

W’LHJ’R13PD〕PQ輩Wτ了NJKI厳環ZJH：D∫BRα田〔ぐ魯工藁Tヒ’L　MLK
14’ qPD〕WH聾JSQR　MTく’L　BR　TRSMK　ML〔K’RPD　LBI〈G’∫噸：MLK

KTK　WH〕N∫SQR《QR　MT。L〔L“QR　BRG’∫H。，．〕16〔．．．．，．N］VffN∫SQRN

B聾∫〕GS　K．．〔．．．．．．　〕三7一工9伽CZI7zのn⑪〔　〕M翼∫M〔＿．．．　〕：王〔．＿，．

　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ　　　　　　　　　　　　　ヤ

　〕S’TW’L　THRJ　WSBく〔MHJ〕NQN　JMS斑N　SD∫HN　W〕晦珊NQIヒLJM
　　　　ノ　　　　　　　　　　　ソ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　ソ　　　　　　　　　　　　　　ソ

W》LJSBくWS薮SS濁∫HJNQNヒL　W’L　JS〔BヒWSB更〕雪3　SWRH　JHJNQN
　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　ソ　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　ソ

cGLW’LJSB璽WSBt　S’N　JHJ聾QN’MRW〔’L　JS〕a4B貿“iSBt　BKTH　JHKN

BST田MW’L　J服GN　WH蒼JSQ．R　M’rでLWL〕鶉5BRH　WLぐQR｝｛THWJ

MLKT｝I　KMLKT琢L　MLKT翠LM　ZJ　JMLK’SR〔∫SK　H〕鴬6DD　KLMH

温∫HB’RQ　WBSM即WKL蟹H瓢L　WJSKヒL’RPD〔’BNJ　B〕豊マRD　WSBヒ

SNN　J’KL’RBH　WSBくSNN　T’KL　TWLくH　WSBく〔SNN　JS〕2sQ　TWJ　cL》P∫

’RQH　W’L　JPQ箪＄R　WL∬耳ZH：∫RQ　WLJ〔丁耳ZH〕　a9’耳WH　W’L　JTSM

QL　KNR　B’RPD　WBMH　R粥LMRQ　WHM〔WK　L〕3eQ耳W∫L田WJSLξ｛N

’LH聾MN　K．LMH’KL　B’RPD　WBMH：〔J’KL　P〕31M耳WH　WPMくQRB
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WPM　D8HH　WPM　NMRH　WSS　WQML　W’〔P∫PLN）3L’cLltil　QQ　BTN・

〔JS〕丁翠T　USM蕪’翠WH　WTHWJ’RPD　TL　L〔RBQ＄∫W〕33＄BJ　WSヒL　W’RNB

Vg」SRI　’W§DH：W＿W＜Q｝｛W’L　T’MR　QR〔JT’H’W〕34MDR’WMRBH

WMZH　W巌8田WSRN　WTW’M　WBJT’L　WBJNN　W〔．．．　W’〕3駅NH　W耳ZZ

W’DMIJKZJTQDSぐWT’Z’B’SKN　TQD’RPD　W〔BNTHR〕36BT　WJZR＜

BHNHDD　MLH　WSHLJN　W’L　T’藁R　GNB’ZNH　wr　　　）37MT憂’L　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　脅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　k’　”　　　　　　　　　J

WN8SKH”JK：HZJTQDSWT’Z’B’SKNJQDM〔T虻’LB’〕3sSW’JKZJ

TSBRφQS？W聯∫”LN　KN　JSBR’湘：T　W琶DD〔QST　MT“’L〕39WQST

RBWH：W’JKZ∫∫ヒRGBR　SWT’KI　J“RMTc’〔L　W’∫K　Z鱒〕JGZR受GL’

ZN登KN∫GZR　MT＜工WjGZRN　RBWff〔W’選Z∫鯉RR　Z）N〔H〕KN

J＜RRN　KSJ厳丁。L　W聾S∫CQRH　WNSj　R〔8W猛W’∫K　Z4＝∫TQff　GBRT

SWT’Z’〕WJM耳’《L’P∫H　KN　JQ翠N困SJ　MT監’LWエ．．．．。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夏B

　CDJ　BRG’JH　MLKI　KTKヒM　MT。L　BRぐT）1〔RSMK　MLK’R〕PD　W＜DJ

B珊BRG’JH＜M　BNJ　MTf’L　W＜DJ〔B輩NJ　BNJ　BR〕G’JH　cM窺R　MTt’L

W＜MtQR　KLMH躍LK．　ZJ　3〔JSQ　W∫MLK〕B’S閥W【M　BNT∫GS　WヒM　BJT

＄LLWM♪R‘s〔MK田Wつ〕J　KTK＜Mつ∫’RPD　W：DJB’LJKTK璽M＜5〔DJ

BtLJ’〕RPD　WM麗H　W9∫’膿J　K．TK＜M甥＞6〔L登J’RPD　W〕くDJ’L難N
　　　　　ノHM　Z∫S鍛W’mNτBJ　MLKマ〔BRG’JH：L鳴し〕越N澱LK　RB　WMてDJ〕”L〔N

．．． lWSMJ聾WくDJ’8〔’LN　KL’L珊’〕J＄R㌶W’L　TSTQ耳DR酸N　MLJ

SPR’ZN9〔H　WJTSMN　MN〕．RQWW9∫’D〔J　W）BZ嫉N　LBNN　WくD　JB
lok＿＿．、　〕QWR＜RWWM．．W〔WM〕N　BQT　WぐD　KTK　11〔　．＿．．

B〕JT　GS　WくMH蟹’SRTHMζDJ”L1濃〔N．．．．．．〕JTH：HSK．　HW’，．

BM＄R　W継RBH　13〔　．．．．．．〕。．DS．．．TM　LMT㌦B．1蔓〔　．．，．．．〕W。．．

LM．。．∫RB〔、15　．．．．．，　）t．S．。．16一甦。σαc襯のコ1〔　．．．〕LBJTKM　WuS醗

MT。L　〔WLJSM更N　BNWR　WUSMC　tM22H　WLJSMく〕N　KL　MLKJ’　Z∫

JMLKN　B’RPD　L〔．．．．．．　　23．。◆〕。．　LSMJN　SQRTM　LKL’L登」疋Dア　Z〔J

BSPR’ZNH　W薮N駆TSM旦N　WTS〕LMNヒDJ”LN　WT’MR　GBRくDN王｛’

〔’NH　LIKHL　L’25SL耳JD］BK　WLJKHL　BRJ〔L〕JS田JD　BBR〔K〕WQR∫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノBtQ〔RK：WHN　ML26LH　JMLL〕｛LJ耳D　MLKN’W耳D　SN’JWT’MR

L〔KL〕M慧MLK　MH：T〔鳴BD　WJS27L翠JD　B〕BRJ　WJQTLNH　WJSH罪JDH
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騰．W∫Q翠MN’RQJ’W　MN　MQNJ　S〔Q28RT　BtD〕」’ZJ　BSPR’ZNH　WHN

　　J’TK翠D　MLKIN　WJSBN　J’TH：翠〔JLK　29’L∫M〕KL〔．．〕耳＄」’WKL

卜．N’P．．KWT　QpJ　QpJ　WTNT　tLJH：こ。．．30．．，〕WPGR’RB’M　tL　PGR

　　B’R〔P〕D　＿　MN耳D　MLK　L’WJN　WMWT　31〔．．．〕MWH：N　BJWM　ZJ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　♪LHN　＿　MR珊’L’PTH　B｝葬JLK　W’32〔TM　LT’〕TWN　BHJLKM　LSGB
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ

　　B〔」〕TJ〔WHN　cQ〕R〔K　L〕」’TH　LSGB’JT　cQR33〔J　SQRT　L〕’LHJ　‘DJ’ZJ

　　BSPR’ZNH　W耳B．．．J？N　MJ　W’KHL　MJ　34〔BJR　．．．〕L　WBJR’〔H〕’

　　KL　ZJ　JSB　L∫K〔肌L〕PRQ　WLMS琿JD　BMJBJ35〔R’WMLK〕’ZJ　J“L

　　WJLQ耳LBKH’W耳．．．　ZJ　JLQ耳．．．BくH．36〔．。．　L〕’BDT’NGD’．．MLHM

　　．．M＿K．D　BQRJT’JM’M　WHN　LHN　SQ37〔RT．．．　Z〕NH　WHN．．Q．　LJ

　　．。．L’K．L＿L耳Mj．J．　NS’TSL翠＿’．38〔．．．〕M　WHN　LTHB　L耳MJ
　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　…〔T〕S’LJ環M　WLTSK　SQ皐T　BくDJ”LN39〔…〕HL　LTS’田M’N翠

　　K’JMJQM　LK　WTB「H　NBSK　WT’ZL．40〔．．．．．．〕TK　WLBJTK　JN．．　ZR

　　’＿LNBSJこWLK〕L　NBS　BJTJ　WLT．41（．．．．．．〕BH　BRK　WLJGZ．＿田

　　MLKJ’〔＿〕MNHM　ZJ　tDN耳」42〔＿＿〕H＿TLL　H’WS耳B：’WBL　H：’

　　NTR琿M　LNBSK：’M．43〔．．．．＿〕K∴一MK　KIN　TGZR’PL’WHN＿　44〔＿

　　．．。〕NQ．．．」ヒZZ　QLBT　BJTJ《L．．．L．琴．’」’QL＿感5〔＿．．．〕．．〔ヒL〕BRJ’W

　　くし耳DSRSJ　WJQRQ耳DHM　WJ’TこH　＿〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　互C

　　　iKH：’MRN〔WKH　K〕TBN　MH　2KTBT’〔NH　MTc）’L　LZK3RN　LBRJ

　　〔WLBR〕BRJ　Z4J　JSQN　B〔’SR〕J　LTBTs〔’〕JくBD〔W　T耳丁〕SMS’6〔LB〕∫T

　　M〔LKTJ　Z〕∫KL　L耳7〔JH　L’rT’BD《L〕BJT　M8〔Tく’L　WBRH　WBR〕BRH：

　　c〔D　gtLM．．．〕．W．〔＿〕10『13（lacuna）　14〔．．．．．．〕M，．．15J§RW’LHN　MN

　　JW16MHWMN　BJTH　WMN　i7LJ＄R　MLJ　SPR’ZJ　BN＄B’ZNH　isWJ’MR
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　’HLD　MN　MLWigH’W’HPK：TBT’W’SM　20こL〕L耳JT　BJWM　ZJ　JcB21〔D〕
　　　　　　　　　　　　　　ソ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　KN　JHPKW’LHN’S22〔’H〕’WBJTH　WKL　ZJ〔B〕23R　WJSMW　T｝f［TJTH：

　　〔L2at〕LJTH：W’L∫RT　SR2s〔S〕H’SM

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IIA

　　　　　　　ソ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　ソ　　　　　　　　ソ

　　　C．．WSBくSSJH）1〔JHJNQN　cL　W’L　JSBくWSBt　SWRH　JH：JNQN　くGL
　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　ソ　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　ソ

　　W〕LJSBくWSBc　2〔S’N　JHJNQN’MR　W’L　JSBt　WSBt　’ZN∫HJ〕NQN　GDH
　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　ザ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ザ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ

　　W，L　JS3〔BくWSBくBK．TH：JHKN　BST　L耳M　W’L　JHRGN　WKN∫S〕QR

6



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セフィレ碑石のアラム語

LBRG’JH　WL4〔BRH　WL“QRH　THWJ　MLKTH　KMLKT　HLM　W’SMH
J〕TNSJ　WJHWH　QBs〔RH．。．．．．　WS〕Bt　SNN　SJT　SB6〔．．．．．．　WS〕B更SNN

THWJ〔．？＿．．．〕．BKL　RBRBL　8〔．．．．．，〕．W’T．〔．．．〕．W’RQH　W§t9〔．．。

．．．WJ’KL〕PM’RJH　WPM〔．。〕．WPM　NMR〔H〕．．10－14（illegibiles）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IIB

　1＿．．。2tDJ’WTBT’Z〔」〕cBDW’LHN　Bこ’RPD　WBtMH：WLJSMt　MT”L〕

WLJSMtN　BNWH　3LJSMcN　RBWH　WLJSMくcMH　WLJ〔SMtN　KL　MLKJ

’RPD・＿．．〕4JM　ZJ　J“WRN　PHN　TSM更N耳T　M〔＿＿W〕5HN　T’MR　BNBSK

WTくST　BLBB〔K　GBR　tDN’NH　W’SMt　LBRG’JH〕6WBNWH　W“QRH

PL’KHL　L’SLH　J〔D　BK　WBRJ　BBRK　WtQRJ　BくQRK〕？WL翠BZTHM

WL’BDT’SMHM　W〔HN　J’MR　MN耳D　BNJ’SB　“L　KRS’〕8’BJ　WJBc　WJZQN

WJBくH　BRJ’〔JT　R’SJ田MTTJ　WT’MR　BNBSK　J〕gQTL　MN　JQTL

SQRTM　LKL’LH〔」℃DJ’ZJ　BSPR’ZNH：．．．．．．〕10〔．．〕．NK　WBJT　GS

WBJT＄LL　Wこ．．．．＿〕11〔＿．＿〕．．J　WPGR．．K　tL　PGR〔．．＿．〕10〔．．．

．．． l．JWBJWM耳RN　LKL〔＿＿〕13＿＿」’TH〔’〕L　BRJ　WBNJ　BN〔JK
　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ

＿＿
l14MN　JD　SN’J　W．．．WN　SQRTM〔B｛DJ”LN．＿．．〕isRB’B．．KMJ

．．．SMR　WBSQ．〔．．．．．．〕16WL’S　JHWNNH　HN　JHWNR　BQR〔．。．，．．〕

17。田W．H．．。　HN　TBtH　WLT．〔．．．．．．　SQ〕18〔R〕T　LKL〔’LHJ　c〕Dj’ZJ

BSPR〔’ZNH　．．．．，．〕　ユ9〔．〕LJて＿〕LK　J（｝BR　くD　．．〔＿．＿〕2。〔．〕HN〔．。．

．．。
lZJJ“zMNK〔．．。．．．〕21。。．．．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IIC

　1〔．．．．．．WMN　J〕’2MR　LH：LDT　SPRJ’e〕LN　MN　B3TJ’LH∫”N　ZJ

J〔R〕SMN　W4（J〕’MR’H’BD　SPR〔」〕’WLM〔L〕5N’HBD’JT　KTK　W’JT

MLK6H　WJZ耳L　H’MN　LD　SPR7〔」〕’MN　BTJ’田J’WJ’MRL8Z∫LJDく

’NH’GR’GR　Wこ」〕9’MR　LD〔T　SP〕RJ”LN　MN　BTloJ〔’〕田」’WBL耳§くしB

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ」こMT　H’〕iiWBNH三2．．．’T。．．．．．M．．。13〔JS’〕N　KL’LH〔JくD〕」’ZJ　BSPR’

14kZN〕H’JT　MTwL　WBRH　WBR　BRH　lsWtQRH　WKL　MLKJ》RPD　WKL

RB16WH：WくMHM　MN　BTJHM　WMN　i7JWMJHM

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　III

　C．．．．．WKL　ZJ　J’TH’LJK）1’W’L　BRK’W’L　cQRK’W’L耳D　MLKJ

’RPD　WJ〔ML〕L〔t〕LJ’W　cL　BRJ’W｛L　BR　BRJ’W　tL　’QRJ　IくJMKL　GBeR
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セフィレ碑茄のアラム議

Zゴ∫登HRW翠’PWH　WJ灘LL　MLI　L珊T　LぐしJ〔LWTJ〕WTQ耳MLJ’MN

JDH　HSKR　TH：SKRHM　B∫D∫WB3RK　JKSKR　LBR∫WくQRK　JSKR　LtQRJ

WQR〔KL　M〕LKJ’RPD∫薮SK．RN　LJ鍛H　TB　Bく∫NJ’くBD　LHM　W4H：N

L殺NきQRTM　LKL’L｝IJ℃」・ZJ　BSPR・〔ZNH〕WH賛JQRQ　MN∫QRQ翠D

PQDJ’W耳D’耳PW琴D　5SRSJ’W耳D　W　ZJ　BJDJ　W∫HKN翠LB　LTS〔K

L〕H．M　L翠M　WL？MR聡M　SLW電L’SRK灘WLTHRM　N6BSH照鍛NJ　RQH

TRQHM　WTH：S3HM　L∫W鷺N　LJ〔SB〕N　B’RQK　RQW　SM更D’HK’NH

W’RQ登M　WHN　THRM　NBSI｛7M　MNj　WTSK．　L猛M　L｝IM　wT’MR　LHM

S8W　LT耳TK．〔M〕W’乙TPNW　B’SR葺SQRTM　8つJ”LI　WKL！蹴KJ♪Zj

S唄RTJ’W　KL　Z∫R翠鍛H’LJ　W’SL箪ML’幻’〔L〕W摂しSL鍛’W　LKL

翠P§」’『WJSL耳ML’KH’LJ　PT耳曾H　LJ’R翠’LT厳SL　BJ　BZ’WLTRSH　LJ

“L∫〔HW〕HN　LHN　SこQ〕R．TBCD∫”LN　WHN蟹聾翠D’翠」’W嫉N翠D斑10T

’BJ’WMI翠D　8NJ’W瓢N耳D　NGRJ’W　MN耳D〔P〕QDJ’W　MN耳D
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ

ぐ醐’ZJ　B∫DJ》W　MN耳D　SN’JW11JBくH　R’SJ　LH：MTTJWLH酸TT　BR∫

WtQ衰∫HR’J〔T〕J　JQTLN’T　T’THWTQM　D晦MK　JD　9N’JWBRK　J’TH：

　　　　　　　　　　　　ノ三巳

iQMDMBRJ頚NSN’WH：WBRBRK　J’TH　JQM　D顧B〕R　BR∫W貯QRK

J♪TH　JQM　DMくQRJ　W翼N　QRJH　H’NKH　13TPWH壁亙RB　WHN翠D’珊

H”W琴亙）くBD∫　’W　〔｝ヌD〕　PQDJ　’W　翠D　くM：’ZJ　BJDJ　NIくH　TP難’」｝｛

　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

WCQRH　WSGi4BWI｛W厳WDDWH　B翠RB　WH蕪LHN　SQRT　LKL　ンLHJ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　　　　　　　　　　　　　　ノ
〔りDJ’ZJ　BSPR’ZNH　WHN　JSQ工　LBBK　WTS’喫し　S王5PTJK　LHMTT∫
　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　ノ
WJSQくし　LBB　BR　BRK　WJS’くLSPTWH　LHMTT　BR　BRJ’W　H蕪JSQ乳
　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　ノ

LBB．くQRK　IGW∫S’くし　SPTWH　LH顛TTくQRJ　WH聾JSQにL〔L〕BB　MLKJ

’RPD　BKLMH　Z∫∫MWT　BR’NS　SQRT鍛LK17L’L珊r）J’Z∫BSPR’ZNH

WffN’　JRB　BR〔」〕ZJ∫SB　tL　KH：S’」翠D’輩WH：’W　JくBRNH　LTSL翠LSi8NK

BN濁鍛WT’MR　L薮QTL’翠K’W’SRH：Wこ’L〕TSR∫H〔W〕HN　RQH

TRQH　BNJHM　LJQTL　WLJ’SR　lgWHN　LTRQH　BNJHM　SQRT　BヒDJ”則

W〔M）LKNこZJ　S翠R〕TJ　WJQRQ　QRQJ’L耳DH瓢WJQRQ　QR£⑪QHM　WJ’TH

’L∫HN　HSBZ∫LJ’HSB〔ZJ　LHM　W’〕L　TcSQNJ　’T　WHN　LHN　SQRT

B“1）」’　’2iLN　WLTSL｝J　LSN　BBJTJ　WBNJ跡IJ　・’嘩J　WBNr〕QRJ　WBNJ

璽MJ　WT’MR　LHM　QTLW　MR’：2KM　WHWJ翠LPH　KJ　LTB　H’MK　WJQM

耳D・〔DMJ　WHNT〕tBD　MRMTくLpWくし　BNJ’WくしくQR〔」〕fi3〔S〕QRTM
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セフィレ．關ﾎのアラム語

LKL’．LHJ．cD∫’ZJ　BSPR》ZN〔K　WTL’」〕M　WKPRJH　WBCLjH　WGBLK

L’BJ　WL24〔BJTH　cD〕cLM　WKZJ｝：IBZVgx’LHN　B∬〔’BJ　H’H〕WT　L’翠RN

WKT　HSBW’LHN　SJBT　BJ：r）〔T’BJ黛「RBH　BJT〕’BJ．WSBT　TL’∫M

L〔BRG’」〕H　WLBRH　WLBR　BRH　WLfQRH　cD　tLM　W26〔HN　JRB　BRJ　WJRB

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノBR　B〕RJ　W∫RB　tQRJ〔腰CQRK｛〕L　TL’∫越WKPRJH：WBCLJH　MN∫S’
E7 k．．．．．．ML〕KJ’RPD〔。．．．．．〕LNH　SQRT　BくD∫”LN　WHN　25〔．．．．．。　　〕

WJS｝：IDN　KLMH　MLKI　ZJ　J二9〔＿＿　KLMH：Z〕J　SPR．　WKLMH　Z∫’ぎ〔B．．〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夏A

　カトカのヨ三バル。ガアヤと〔アルパドの〕王マティエル・バル。アッタルセマクとの

盟約，バル。ガアヤの子らとマティエルの子らとの盟約，バル・ガアヤの孫たちおよび

彼の〔子孫〕とアルパドの王マティエル・バル・アッタルセマクの子孫との盟約，カト

ヵの盟約とアルパドのこ盟約〕，カトカの市民の盟約とアルパドの市畏の盟約，〔．．．の〕

連合と，全アラムとの，ムスルとの，彼の座にのぼる彼の子らとの，上アラムおよび下

アラムすべての〔王たちと〕の，そして王嘗と〔＿〕に入るすべての者との盟約。（1－6行）

　この〔刻文において〕彼らはこの盟約を定めた。この盟約はパル。ガアヤが結んだも

のである，〔＿＿〕とムレシュとの〔前で〕，マルドクとザルパニトとの前で，ネボ

と〔タシュメト〕との前で，こエラとヌスクとの前で〕，ネルガルとラスとの前で，シャ

マシュとヌルとの前で，〔シγとニソガルと〕の前で，ニカルとカディアとの前で，荒

野および耕地のすべての神の前で，アレッポ〔のハダドの前で〕，　セベットの前で，エ

ルとエルヨソとの前で，天と〔地との〕前で，深淵と源泉との〔前で〕，昼と夜との前

で。二人たるすべての〔カトカの神神とアルパドの神神よ〕，バル・ガアヤと〔アルパ

ドの王マテ4日掛との〕盤約を見るために即を開き給え。（7－13行）

　もし〔アルパドの）王マティエル・バル。アッタルセマクがカトカの王バル。ガアヤ

を裏切るならば，またマティエルの子孫が〔バル。ガアヤの子孫を〕裏切るならば，．．

．＿
@雌羊〔　　　〕，彼女は孕まないだろう。七入の乳酪が〔被女らの乳房に〕油を

塗って男子に授乳しても，彼は満たされないだろう。七頭の雌馬が子馬に授乳しても，

彼は満たされないだろう。七頭の雌牛が二桝二に授乳しても，彼は満たされないだろう。

七頭の雌羊が子羊に授乳しても，彼は満たされ〔ないだろう）。七羽の雌・鶏が食べ物を

探し歩いても，彼女らは仕留めないだろう。（王4－24行）

　もしマティユルが彼の子と彼の子孫を裏切るならば，彼の王国は，アッシュルが支配

9
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セフィレ碑石のアラム記

する砂の王国，夢の王国のようになるだろう。ハダドが地と天にあるすべての災害を，

そしてすべての難儀を〔そそぎ給うだろう）。アルパドの上に〔電を〕そそぎ給うだろ

う。七年問いなごが食い荒らすだろう。七年間虫が食い荒らすだろう。七〔年〕間その地

のおもてに荒廃が現われるだろう。草が生じないだろう◎青物が見られないだろう。草

木が〔見られ〕ないだろう。アルパドの中に竪琴の音が聞こえないだろう。その民の中

には破壊者のとどろきと略奪者め騒音と嘆きとがあるのみ。そして神神はアルパドとそ

の民の中にもろもろの食い荒らすものを送り給うだろう。蛇のmとさそりの口と熊の口

と豹の口と虫としらみとが〔食い荒らすだろう〕。　そしてそこに嬢ののどさえも〔襲い

かかるだろう〕。　そこの草木が滅ぼされて荒野となるだろう。アルパドは〔野獣と〕か

もしかと狐とうさぎと猫と集と〔　　〕とかささぎの〔臥所の〕ための塚となるだろう。

〔この〕町もマドラもマルベもマゼもマブレもシャラソもタウアムもベテルもビナンも〔

　　　　〕アルネもハザズもアダムも述べられないだろう。（24－35行）

　この蝋燭が火に燃えるようにアルパドと〔その多くの衛星都市〕も燃えるだろう。ハ

ダドがそこに塩と雑草を播き給うだろう。それはもはや述べらlz　kいだろう。この肉体

と〔　　〕とはすなわちマティエルと彼の生命とである。この蠣燭が火に燃えるよう

にマティエルも火に燃えるだろう。これらの弓矢が折られるように，アナヒタとハダド

は〔マティ＝1・ルの弓〕とその大窟たちの弓を折り給うだろう。蝋の人が盲冒にされるよ

うに，マティユルも欝目にされるだろう。この子牛が切断される〔ように〕，マティエル

も切断され，その大官たちも切断されるだろう。〔これが裸にされるように〕，マティエ

ルの妻たちと彼の子孫の妻たちと　〔彼の大官〕の妻たちは裸にされるだろう。〔この蠣

の女が取られて〕その顔を打たれる〔ように，マティエルの妻たちと＿＿〕も取られ

て＿＿（35－42行）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　IB

　（カトカの三Eバル・ガアヤと）〔アル〕パド〔の王〕（マティ＝・ル・バル・アッタルセ

マクとの盟約），パル・ガアヤの子らとマティ…ルの子らとの盟約，〔バル〕・ガアヤ〔の

孫たちと〕マティエルの子孫との，彼の座に〔のぼって治める〕すべての王の子孫との，

グシの入びととの，ベート・セラルとの，〔全〕アラムとの盟約。カトカの〔盟約〕とア

ルパドの盟約。カトカの市民の盟約とアルバド〔の市民およびその畏の盟約〕◎カトカ

の神神の盟約と〔アルパドの神神〕の盟約。これは神神が設けた神神の盟約である。〔バ

ル・ガアヤ〕の三二は幸いなるかな。〔彼は永遠に〕大王である。この盟約から〔

　〕天〔　　〕。〔すべての神神がこの盟約を〕見守り給うように。この亥狡の語句の
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セフィレ碑石のアラム譜

うちの一語も沈黙することがないように。〔それらが＿から〕ヤアディとブズに至るま

で，レバノンからヤブに至るまで，〔　　〕とアロエルーと＿，ベカア〔から〕カト

カに至るまで，〔　　　〕ベート・グシとその民，彼らの聖所の罠〔にまで聞かれる

ように〕。　この盟約〔　　〕。．．ムスルとマルベに〔　　　〕＿マティエルに〔

　　〕．．．（1－13　行）

　．．．あなたがたの家に。．．。もしマティエルが聞かず，〔彼の子らが聞かず，彼の罠が

聞かず，〕アルパドを支配するすべての王が〔聞かない〕＿ならぽ，あなたがたは〔こ

の亥蚊にある〕盟約の神神すべてを裏切ったことになる。〔もしあなたが聞き従って〕こ

の盟約を果たし，てわたしは〕盟友である’と言うならぽ，〔わたしは〕あなたに〔手を伸

ばすことはできない〕。またわたしの子は〔あなたの〕子に，またわたしの子孫は〔あな

たの〕子孫に，手を伸ばすことはできない。〔もし〕王たちの誰かが，あるいはわたし

の敵の誰かが，わたしに対して〔言葉を発し〕，あなたが〔いずれか〕の王に‘あなたは

どう〔する〕か’と言い，被がわたしの子〔に手を伸ばして〕これを殺し，またその手

を伸ばしてわたしの土地あるいはわたしの財産を取るならぽ，あなたはこの刻文にある

〔盟約を裏切ったことになる〕。もし王たちのうちの誰かが来てわたしを包囲するなら

ぽ，〔あなたの軍勢〕は矢〔をとる者〕すべて並びに〔．．．〕すべて〔とともにわたし

のもとに〕来なければならない。〔＿．．．〕．．．アルパドにおいて死体の上に死体．、．ある

王から．．．そして死〔＿〕。もし神神が．．．日にあなたがあなたの軍：勢とともに来ない

ならぽ，そしてあなたがたがわたしの家を防衛するためにあなたがたの軍勢とともに

〔来ない〕ならぽ，また〔もしあなたの子孫がわたしの〕子孫を防衛するために来〔ない〕

ならぽ，あなたはこの三文にある盟約の神神〔を裏切ったことになる〕。（21－33行）

　＿わたしが〔．．。の井戸〕の水を得て．．．，この井戸を弼む者はいずれも破壊して井

戸の水に手を伸ばすことは〔でき〕ない。のぼって．．．あるいは．．．を取るヨ三．．．取る．．．

＿の町にて＿滅ぼす〔ために＿〕＿。もしそうでないならば，〔あなたはこの．．．を〕

裏切ったことになる。もし．．．．．．あなたが送る＿。もしあなたがわたしの食糧をよこ

さず，わたしに食糧を運ぶ．．．そしてそそがないならば，あなたはこの盟約を裏切った

ことになる。＿あなたが食糧を運ばない＿あなた陰1身が求めて．、、あなたは行く．．．あ

なたの家に＿わたし自身のために，〔また〕わたしの家の〔すべての〕者の〔ために〕

＿＿
?なたの子＿＿の王たち．．．彼らから．．．盟約．．．．．．あなた自身．。．．．．あなたが

切る＿もし＿＿に対してわたしの家の＿を強くする＿わたしの子〔に対して〕ま

たはわたしの窟官の一人に対して＿そして彼らのうちの一人が逃げて．．．に来る．．．（33
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セフィレ碑石のアラム語

一45行）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IC

　このようにわれわれは言った。〔そしてこのように〕われわれは〔恥い〕た。わたし

〔マテ6エル〕が書いたことは，わたしの座にのぼるわたしの子〔並びに〕わたしの〔孫〕

への覚え書きとしてである。彼らが〔わたしの王〕家〔のために〕太陽の〔下で〕善を行

なうように。それは〔マティ＝ルと彼の子と〕彼の孫の家の〔上に〕いかなる悪も〔永

遠〕に〔行なわれない〕ためであるQ，．．．、．（1－8行）

　、＿神神が彼のHと彼の家を守り給うように。この碑石にある刻文の雷葉を守らず，

‘わたしは彼の言葉を抹消しよう’あるいは‘わたしは善を変えて悪〔に〕しよう’と言う

者は，彼がそのように行なうHに神神がその人と彼の家とその〔中に〕あるすべてのも

のをくつがえし，彼の下を彼の上〔へと〕置きかえ給うように。そして彼の後門は名を

漏置1ヵミなし、よう1・Co　（15－25行）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IIA

　（＿七頭の雌馬が）　〔子馬に授乳しても，彼は満たされないだいう。七頭の雌牛が子

牛に授乳しても〕，彼は満たされないだろう。七頭の〔雌羊が子羊に授乳しても，彼は満

たされないだろう。七頭の雌山羊が〕子山羊に授乳して屯，彼は満たされないだろう。

〔七羽の雌鶏が食べ物を探し歩いても，彼女らは仕留めないだはう。〕　（1－3行）

　〔もし彼が〕バル・ガアヤと〔彼の子と彼の子孫〕を裏切るならぽ，〔彼の王国は夢の

玉属のようになるだろう。彼の名は〕忘れられるだろうQそして〔彼の墓は〕．．．となる

だろ。．．．、、．七年聞いばらが一一．．．．七年間．．．あるだろう。＿＿のすべての大官たち

のうちに，．．。．．彼の地．．．．．。獅子の口が〔食い荒らすだろう〕。．。．の口が．．．豹の口が。◆

。．．．
i3－9行）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夏狂B

　．．．．．．盟約。，．神神が〔アルパドとその昆〕のうちに行ない給うた善．．．。〔もしマテ

Kエルが聞かず〕，彼の子らが聞かず，彼の大挙たちが聞かず，彼の民が聞かず，〔アル

パドのすべての王が聞か〕ないならぽ，，．．目ざめている．．◆。しかしもしあなたが聞き

従うならば，平穏．。，．．。もしあなたが‘〔わたしは盟：友である。わたしはバル・ガアヤ〕

と彼の予らと彼の子孫〔に聞き従う〕’と心のうちで言い胸のうちで思うならば，わた

しは〔あなたに，またわたしの子はあなたの子に，またわたしの子孫はあなたの子孫に，〕

手を伸ばし，彼らを打ち，彼らの名を滅ぼすことはできない。〔もしわたしの子のうちの

誰かが‘わたしは〕父の〔玉座に就こう’と雷い，〕わたしの子が旺盛となり年をとって
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セフィレ碑．聡のアラム語

〔わたしを殺そうとわたしの首を〕求め，〔あなたが〕鍛す者が殺せばよい’〔と心のうち

で言うならぽ〕，あなたがたは〔この刻文にある盟約の〕紳干すべてを裏切ったことに

なる。（2－9行）

　＿．一一とベート・グシとベート・セラルと＿＿死体＿死体の上に＿＿すべての

＿への怒りのβに＿＿わたしの子に来る＿〔あなたの〕孫たち．．．．．．わたしの敵ど

もの手から．．．あなたがたは〔．．．この盟約を〕裏切ったことになる。．．。．．．誰も彼を圧

迫してはならない。もし．．．において彼を圧迫するならぽ，，。．もしあなたが求めて，．．．

しないならば，あなたは〔この〕刻文にある盟約〔の神神〕すべてを〔裏切ったことに

なる〕。＿．．．あなたの＿は強くなり，遂に＿＿あなたより強力な．．＿．（10－20行）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　IIC

　　．＿この刻文をそれが記録されているベテルがら抹消するように命じ，‘わたしは刻

：文を書葉ごとに破壊しよう。わたしはカトカを，そしてその王を滅ぼそう’と言うこ煮

は〕ベテルから刻文を抹消することによっておののくだろう。そして知らない煮に‘わ

たしは不安である，わたしは不安である’と言うだろう。もし彼が‘〔わたしは〕この刻

交をベテルから抹消した’と言うならば，彼と彼の子らははげしい責苦のうちに〔死ぬ〕

だろう。＿．．．．〔この〕三文にある〔盟約の〕すべての神神はマティエルと彼の子と彼

の孫と彼の子孫とアルパドのすべての王と彼のすべての大官と彼らの民とを彼らの家と

彼らの日日から取り表り給うだろう。（1－17行）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　夏1夏

　（．．．．，．誰でもあなたに，）あるいはあなたの子に，あるいはあなたの子孫に，あるい

はアルパドの王たちの一人に（来て），わたしに反して，あるいはわたしの子に反して，

あるいはわたしの孫に反して，あるいはわたしの子孫に反して〔語る〕ならば，また同

様にいかなる人も鼻息を荒くして〔わたしの行動に〕ついて悪しき言葉を語り，あなた

がその言葉を彼自身の手から受け取るならぽ，あなたは彼らをわたしの手に引き渡さな

ければならない。またあなたの子はわたしの子に引き渡さなけれぽならない◎またあな

たの子孫はわたしの子孫に引き渡さなければならない。またアルパドの〔すべての〕王の

子孫はわたしに引ぎ渡さなけれぽならない。わたしのElに叶うことをわたしは彼らに行

なうだろう。もしそうでないならぽ，あなたがたは〔この〕刻文にある盟約のすべての

神神を裏切ったことになる。（1－4行）

　もし逃亡者が，わたしの箆官の一人，あるいはわたしの兄弟の一一人，あるいはわたし

の窟官の一人，あるいはわたしの手にある昆の一人がわたしから逃げてアレッポペ行く
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セフィレ碑石のアラム語

ならぽ，あなたは彼らに食糧を支給してはならない。また彼らに‘あなたがたの位置に

安んじなさい’と言ってはならない。また彼らの心をわたしから取り上げてはならない◎

彼らを捕えてわたしに返さなくてはならない。もし彼らがあなたの地に滞在しなくて

も，わたしが行って彼らを捕えるまで，そこに捕えておかなくてはならない。しかしも

しあなたが彼らの心をわたしから取り上げ，彼らに食糧を支給し，彼らに‘あなたがた

のおる所に留まれ。彼のおる場所に帰るな’と言うならぽ，あなたがたはこの盟約を裏

切ったごとになる。（4－7行）

　あたしの周囲のすべての王，あるいはわたしに友好的であり，わたしが和睦のために

またはわたしのすべての用件のために使節を遣わし，あるいはわたしに使節を遣わすす

べての者に，道はわたしに開かれている。あなたはこれについてわたしに指図してはな：

らない。またそれについてわたしに異議を唱えてはならない。もしそうでないならば，

あなたはこの盟約を裏切ったことになる。（7－9行）

　もしわたしの兄弟の誰か，あるいはわたしの父の家の誰か，あるいはわたしの子の誰

か，あるいはわたしの代官の誰か，あるいはわたしの富吏の誰か，あるいはわたしの手

にある民の誰か，あるいはわたしの敵の誰かがわたしを亡きものにするために，またわ

たしの子とわたしの子孫を亡きものにするために，わたしの酋を要求するならば，もし

わたしを彼らが殺すならば，あなたは来てわたしの血の復讐をわたしの敵の手に遂げな

けれぽならないQまたあなたの子は来てわたしの子の血の復讐を彼の敵に遂げなければ

ならない。またあなたの孫は来てわたしの孫の〔盈の〕復讐を遂げなけれぽならない。ま

たあなたの子孫は来てわたしの子孫の血の復讐を遂げなければならない。もし都市であ

るならば，それを剣で打て。またもしわたしの兄弟の一人，あるいはわたしの家来の一

人，あるいはわたしの官吏の〔一人〕，あるいはわたしの手にある民の一人であるなら

ぽ，彼と彼の子孫と彼の高官たちと彼の朋友たちを剣で打て。もしそうでないならば，

あなたはこの刻交にある盟約のすべての神神を裏切ったことになる。（6－14行）

　もしあなたの心にわたしを亡きものにしようとの気が起こって，あなたの唇に表わ

し，またあなたの孫の心にわたしの孫を亡きものにしようとの気が起こって，彼の唇に

表わすならぽ，あるいはもしあなたの子孫の心にわたしの子孫を亡きものにしようとの

気が起こって，彼の唇に表わすならぽ，あるいはもしアルパドの王たちの心に起こるな

らば，人が死ぬ場合にはいつでも，あなたがたはこの刻文にある盟約のすべての神神を裏

切ったことになる。もしわたしの玉座に就く〔わたしの〕子が彼の兄弟の一人と争い，

またはこれを遠ざけるならぽ，あなたは彼らの間に口を出して，彼に，‘あなたの兄弟を
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セフィレ碑石のアラム藷

殺しなさい。あるいは彼を監禁しなさい。彼を放免し〔てはなりません〕’と書ってはな

らない。もしあなたが彼らの間を仲裁するならぽ，彼は殺さず，監禁もしないだろう。

もしあなたが彼らの閥を仲裁しないならぽ，あなたはこの盟約を裏切ったことになる。

（14－19行）

　わたしの逃亡煮がわたしの〔周圓にある〕王たちの一人のもとへ逃げ，彼らの逃亡者

が逃げてわたしのもとに来るならば，もし彼がわたしのものを返すならぽ，わたしは

〔彼らのものを〕返す。あなたはわたしに悪離を行なってはならない。もしそうでないな

らば，あなブこはこの盟約を裏切ったことになる。（19－2C行）

　あなたはわたしの家に，またわたしの子らの間に，また〔わたしの兄弟〕の間に，〔ま

た〕わたしの子孫この間に〕，またわたしの罠の間に口を出して，彼らに‘あなたがた

の主藷を殺せ。そして彼の代りになれ’と雷ってはならない。なぜならこれはあなたに

とってよいことでなく，誰かが〔わたしの血の〕復讐を遂げるからである。　〔もしあな

たが〕わたしに対して，あるいはわたしの子らに対して，あるいは〔わたしの〕子孫に

対して不忠を行なうならば，あなたがたはこの翔文にある盟約のすべての神神を裏切っ

たことになる。（21－23行）

　こテルアイ〕ムとその村村とその市島とその領域とは永遠〔に〕わたしの：父と〔その家〕

のものであるQしかし神神が〔わたしの父の〕家を打ち給うたとき，〔それは〕他人のも

のとなった。そして今や神神は〔わたしの父の〕家を回復し給うた。：わたしの父の〔家

は増大し〕，テルアイムは永遠に〔パル・ガアヤ〕と彼の子と彼の孫と彼の子孫とに返っ

た。〔もし〕テルアイムとその村村とその市民とについて，〔わたしの子が争い，わたし

の孫が争い〕，わたしの子孫が〔あなたの子孫と〕争うならぽ，．．．．．．を上げる巻．．．．。

アルパドの〔EE．．．〕．．．．．．，あなたはこの盟約を裏切ったことになる。もし〔．．．．．．〕，

．．．．．．
ﾞらはすべての王に贈賄する．．．．．．〔．．．．．．すべての〕美しいものとすべての〔よ

き〕もの〔＿＿〕＿。一一（23－29行）

　　　　　　3．註

（アラビア語との関連において）

　同じ語が二度以上用いられている場合は1，II，　HIを逓じて最初の箇所で取り上げた。ゴチッ

クの数字は行を示す。註される語の直後に抵弧の中に示してあるのは墓本形または三根である。対応

する，または関連ある，アラビア語は多くの場合それと断らずに示した。アラビア語の転写では一般
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セフィレ碑篇のアラム語

に行なわれているj，yの代りに筆者はそれぞれ慈1を用いる。アラビア語の女性語尾ta’maτb磯a

はここでは一tで表わしておく。セム語一般に対応語があるありふれた語についてもいちいち取り

．上げるべきであるが，敢えて省略した。

　IA　l　CD∫（℃J’盟約，常に複数形で）：“ida－tおよびwa℃（約束），アッカド語

（w）aclCi（盟約）。　3　tQR（根，子孫）ジaqq飢（根，薬難）。“aqir（．不毛の，不妊の）も

‘根絶’の意味を経てこれにつながる。5jSQN（SLQのぼる）：tasaliaqa（よじのぼ

る）があるが，これは多分借用語からの造語であろう。B’SRこ蕪〕（’SR場所）：後代ア

ラム語’TR，アラビア語’agar（跡）。今ある瞬か，かつてあった所かの違い。8GZR

（切る）：ヘブライ語のKRTと問様て契約を〕結ぶ’という意味で用いられている。

アラビア語・慈a蒼ara（切る，根絶する），　gitYr（根）。　10　R翠BH：（荒野）：　rahb（広

　　　　ノ　　　　　　　　　ぐ
い）。12SHDN（SHD証人）：§ahid。　13　pQ耳W（pQ耳　i岳iを麗ける），　faqaha。

L・HZJH（4箪Z3冤る）：海z盃およびta｝！azza（予君する〉は借胴語であろう。14
ソ　　　　　　　　　　　　　　ソ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

JSQR　（SQR　嘘をつく，褻切る）：　saqqar　（艦つき）。　　21　S’T（雌羊），　ga－t。

　ソ　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノJMS翠〔N〕（瓢S琴油を塗る），　masaba。22　tLJM（少年）：劇猿m。　JSBく（SBc満た

される，食べあきる），§abi“a。　SSJH（雌馬）：　アッカド語ses食。アラビア語sa’is

（馬丁）。CL（子馬）：シリア語’ila．　tajjil（妻子，扶養家族）が関係ありそうである。

23SWRH（雌牛）：Sawr（雄乙1⇒。　CGL（子牛）：ti墓1。　’MR（子羊）：’immar，

’immara－t（雌の予羊）はm涯1ahu’h猟窪撚run　wa－1a’immaratun（彼は何一一つ持っ

ていない）のように絹いられているが，借胴語である。　28TWJ（荒廃）：アラビア語

の’tawa－n（綴りはTWJ，破滅，破趨）から推定される。　JPQ（NPQ繊る）＝周知

の語であるが，古アラム語碑文には案外少ない。アラビア語nafaqa（よく売れる），

’anfaqa（｛費やす）　がこ3tにつながるようである。　JRQ（膏物，緑の）；　アッカド藷

（w）arqu（緑の），アラビア語waraq（葉）。この語が’紙，の意味に用レ・られるように

なったのは後のことである。29QL（．it　靴P三；，ノ．s 1）：Ciala（言う）。31　ffWH（蛇）：1）ajja－t

は借絹語かも知れない。窺RB（さそり）：Caqrab。　DBHH：（DBH？雌熊）：dubba－t。

Hが余分についている。DBRH（蜂）の誤記と考える人もあるが，蜂はむしろ蜜の生

産者として好ましい動物である。熊の審については列王紀下2章24の記事など参考にな

る。NMRH（雌豹）：1｝a鵬ira－t。　SS（虫）：鮪s。　Q嫉L（しらみ）：qaml。シリア語

ではm¢ta雛esisによりqalmaとなっている。32〔QQ　BTN（嬢ののど？）：QQは

後代のq臓（のど，首）か。タルムードのW－ZQPJH　RB　SSTLQWJH　CLJ　K・

耳WW∫’（ラブ・シェシェトはわたしの方へ蛇のように彼の首を伸ばした，祝隔49a）
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は賭示的である〕。TL（塚，丘）：tall，ヘブライ語協。　Telのつく地名は多い。33

＄BJ（かもしか）：zabj。　StL（狐）：アラビア語では通常e讃abが用いられるが，θガa1

（雌狐），maecala－t（狐の住む所）という語もある。’RNB（うさぎ）：’arnab。　SRN

（猫）：もちろん野生の猫である。　アッカド語9Lll一盒nu。後代アラム語9URxxariとア

ラビア語sinnawrはmetathesisによる。＄DH（簑）：アラビア語＄ada－n　から推

察される。この語には‘山彦’，‘死骸’，‘脳みそ’などのほかに‘非業に恐れた人の頭上

で若く鳥，特に黛’の意味がある。タルグムのアラム語＄DJ’（けがれた鳥の…一種）。

tQH（かささぎ）：　’aqtaq　から推定された。　35　TQD　（JQD燃える）：　waqadaO

ScWT’（蝋）：sa’wa－t（蝋燭）。36　JZR．“（ZRc播く）：zaraCa。　38　TSBR（SBR

破る，折る）：後代TBR。アラビア語eubar（破滅，損失）。　QST’（弓）：qaws。

耳＄」’（耳＄’矢）：加多wa－t（賭けに用いる矢）および切％（運）が関係ありと思われ

る。39ヂR（〉／ぜW頁の使役型か，畜琵1にする，受動態）：’atwar　G｛一Eilの）。　GBR（人，

男）：9abr。このアラビア語はかずかずの変遷を経たのち‘代数’の意味で広く知られる

にii葦．つた。41∫RR賢（・酒声門にする，受動態）：Cariia　（裸になる）。　IB　8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　ノ
∫§RN（N§R見守る）：　nalara（見る）。　　26　SN’」（SN’・1蛍む者，敵）：　訟ni’027

JQTLNH（QTL殺す）：アラム語QTL（qetal），ヘブライ語QTL（q電a王）の形

であまねく知られているが，セフィレ碑斎ではすべてQTLで現われている。他にゼ

ソジルリ発見の一男女にQTJLT（殺された女たち）がある。アラビア語qatala。28

J’TH（V｝’学了来る），》ata（へ／うコで了）。　31翠JLK（軍隊）：　1）ai1（プ））。　34　BJR’（ヲ・卜

戸）：bi’r。36　B・QRJT（QRJH町）：qarja－t（村，町）。39　TB“H（v／頭求める，

欲する）：ba9恥　IC　2－3　ZKRN（覚え書き）：6ikr（記濾）。　17　N§B’（碑）：

nasaba（立てる）。　24　jRT（嗣ぐ，ここは未完了〕：wariOao　HA　2　GDH（子山

羊）：慈a（lj。　4〔J〕TNSJ（～／今回忘れられる・受動型）：　nasija（忘れる）。　HB

5B－LBB〔K〕（LBB心，心臓）：lubb。　8　JZQN（ZQN老いる）：撞qa並（あごひ

げ），6iqn（老人，老いぼれ）。12耳RN（V’班必衰またはV！諏｝，怒り）：harr（熱，

暑さ）。barRn（あぼれ馬）も関連ありそうである。　IIC　10　L耳＄（圧迫，責苦）：

7iltaha　s，a（強いる）。　HI　5SRSJ（SRS億’窪）：saris（性的不能考）。　SLW
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ザ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ

（～／§葛安んじる）：salwa－t（慰安・単穏）。6SM（そこに）：Oamma。　7SBW

（JSB坐る，住む，留まる）：waeaba（跳ぶ）。この語が南アラビアの方書では‘坐る’

の意味であったことに関して興味ある伝説がある。9Tl．VISL（厳SL：支配する，指図す

る）：’imtaOala（服従する，第8型すなわち再帰型）がこれにつながるようである。　ll
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TQM（NQM復讐する）：naqama。　i3　TPWH（～／苧聾打つ）：ヘブラE語TPP

（tafaf鼓を打つ）およびTP（tδf鼓）。アラビア語duff（鼓）◎　41　HRB（剣）：

harb（戦争），1］arba－t（槍）。　MWDDWH（MWDD友，　Vlb’D）：wadda（愛す

る）。17KHS’∫（KHS’玉座）：明らかに‘玉座’の意味である。したがってKRS’∫

の誤詑と思われる。後代のKRS’であり，ゼソジルリの一碑文にもこの形で用いられ

ている。アラビア語kurs11。ヘブライ藷kiss§。」“BRNTH（猛BR遠ざける，移す，

除去する）：tabbara（渡らせる）。18’SRHぐSR監禁する，捕虜にする）：’asarao

20　TtSQNJぐSQ悪事を行なう），　tasaq（悪、意，悪；事）。23　KPR∫H（K：PR村）：kafra、

GBLH（GBL境界，領域）：重abal（山）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（筆渚は大阪外霞語大学教授）
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